
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

平成30年9月時点でeポートフォリオ
推進部会の開催はなく、今後の方針
ならびに更なる展開については協議
されていないのが現状である。この
ような状況下、以前から問題となっ
ていたeポートフォリオシステムの
グループ構成機能がわかりにくいと
いう部分についての改善を、当該シ
ステム業者と調整を図りながら、目
下実施しているところである。

○ △

中間報告時と同様となるが、平成31
年3月時点までeポートフォリオ推進
部会の開催はなく、今後の方針なら
びに更なる展開については協議され
ていないのが現状。引き続き、シス
テム開発業者と保守の範囲内にてシ
ステム改善についての調整や対応を
行っている。
なお、先日次年度の予算内示があっ
たが、当該eポートフォリオに係る
予算は見送りとなった。次年度、取
り組みについて再検討が必要ではな
いかと考える。

○ ○

平成30年9月に、図書館システムな
らびに図書館内設置パソコンのリプ
レイスを行った。若干スケジュール
は遅れ気味であったが、調整や作業
の効率化を図り、予定通り9月中旬
には新システムにて稼働することが
できた。

○ ○

平成30年9月の図書館システムおよ
び設置パソコンのリプレイス以降、
特に大きな問題や障害もなく順調に
稼働している。パソコンの設定に関
しては、図書館からのニーズを受
け、OPAC端末等、一部機器の設定変
更を行って学生が使いやすい環境と
することができた。引き続き、図書
館ICT運用において積極的な支援を
継続していきたい。

○ ○

継続して各事務部門との連携を図り
ながら、業務効率化に向けたシステ
ム提案や整備を実践している。平成
30年9月には、グループウェア導入
整備に向けて、総務課担当者との打
合せも実施し、現在の問題点や効率
化のポイント等の情報共有も行っ
た。引き続き、各部門にも業務電算
化ＷＧを通じて展開を図り、来年度
整備導入に向けて企画検討を行う予
定である。

○ ○

継続して各事務部門との連携を図り
ながら、業務効率化に向けたシステ
ム提案や整備を実践している。平成
30年11月には、各部門との協議や調
整を経て、グループウェア導入整備
に向けて次年度予算申請を行った。
その結果、先日の次年度予算内示に
おいて、当該事業が認められること
となった。次年度の整備に向けて、
各部門との連携をさらに強化し、業
務効率化となるより良いシステムが
整備できるよう、主導となって進め
ていきたい。

○ ○

平成30年9月時点でeポートフォリオ
推進部会の開催はなく、今後の方針
ならびに更なる展開については協議
されていないのが現状である。この
ような状況下、以前から問題となっ
ていたeポートフォリオシステムの
グループ構成機能がわかりにくいと
いう部分についての改善を、当該シ
ステム業者と調整を図りながら、目
下実施しているところである。

○ △

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

eポートフォリオの今後の運用につい
て本学の実情に合わせた使い方がで
きるよう、関係する部門と協議し、
運用支援を行う。

昨年度はeポートフォリオシステム
上に学生の試験結果（PDFファイル
や数値データ）を掲載できる機能を
追加した。引き続きこの機能の操作
支援を行うとともに、他のeポート
フォリオ機能についても関係部門と
活用方針を協議の上で、必要に応じ
た運用支援を行う。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）：

【平成３０年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

eポートフォリオの今後の運用につい
て本学の実情に合わせた使い方がで

昨年度はeポートフォリオシステム
上に学生の試験結果（PDFファイル
や数値データ）を掲載できる機能を
追加した。引き続きこの機能の操作

事務業務処理の効率化や省力化を図
るため、各部門間との調整や連携を
図りながら、グループウェア導入や
内製システムの整備といった対応を
検討する。

各事務部門との連携を密にして、各
事務部門のニーズを調査し、ヒアリ
ングを行いながら当該部門の業務効
率改善につながるシステム化提案や
整備を実践する。特に、グループ
ウェアのような業務効率向上につな
がるシステムについて、仕様や導入
事例などの情報収集を積極的に行
い、導入に向けて予算計画も視野に
入れながら検討を行う。

図書館のニーズに即して、学術情報
サービス提供における技術的支援を
行う。

図書館との連携を密にし、ニーズ等
のヒアリングを行い、サービス提供
において円滑にシステムやネット
ワークが利用できるよう、支援や対
応を行う。特に、図書館システムの
リプレイス事業に参画し、技術的側
面および運用的側面からの支援を積
極的に行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するため
に学生支援に関する方針を明確に
し、学生が学修に専念し、安定し
た学生生活を送ることができるよ
う、修学支援、生活支援および進
路支援を適切に行う。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進

①学生生活実態調査に基づいて、大学
施設の計画的な整備、学生の活動を支
援するキャンパスアメニティを充実させ、
学生の満足度向上を図る。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

図書館、学術情報サービスを提供するた
めの体制を整備し、機能的に運営する。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に
向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。



中間報告時と同様となるが、平成31
年3月時点までeポートフォリオ推進
部会の開催はなく、今後の方針なら
びに更なる展開については協議され
ていないのが現状。引き続き、シス
テム開発業者と保守の範囲内にてシ
ステム改善についての調整や対応を
行っている。
なお、先日次年度の予算内示があっ
たが、当該eポートフォリオに係る
予算は見送りとなった。次年度、取
り組みについて再検討が必要ではな
いかと考える。

○ ○

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。

て本学の実情に合わせた使い方がで
きるよう、関係する部門と協議し、
運用支援を行う。

追加した。引き続きこの機能の操作
支援を行うとともに、他のeポート
フォリオ機能についても関係部門と
活用方針を協議の上で、必要に応じ
た運用支援を行う。

様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進

学生の満足度向上を図る。
②キャリア支援の強化、学生相談室によ
るメンタルサポートと障がい学生への支
援体制を強化、e-ポートフォリオの運用
促進などによるきめ細かな学生支援を推
進する。


